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(57)【要約】
　関節鏡の近位端に統合された複数のＬＥＤ光源ユニッ
トを有する液体冷却式の内視鏡検査ユニット。ＬＥＤ光
源は、関節鏡の本体内に配置された冷却室の内部を循環
し、滅菌された従来の洗浄流体によって冷却され、要望
に応じて蛍光内視鏡検査のために都合良くＵＶ光を放出
することが可能である。本発明のデバイスは好都合には
、カメラおよびＬＥＤ光源のための全ての配管および電
力供給ケーブルを単一の配管内に内蔵し収容する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位部および遠位部を有する内視鏡を備える液体冷却式の内視鏡による撮像装置であっ
て、前記内視鏡が、
　デジタル・カメラと、
　冷却室と、
　単一の収容管と、
　前記単一の収容管に取り外し可能に接続させるためのクイック・コネクト入口および出
口洗浄流体ポートを有するクイック・コネクト延長部であって、前記クイック・コネクト
延長部と前記冷却室が前記単一の収容管と連通するクイック・コネクト延長部と、
　中空の中央部分を有する円形の防水性の光源ベースと、
　前記円形の防水性の光源ベースに埋め込まれた１つまたは複数のＬＥＤ要素とを備え、
　前記中空の中央部分によって洗浄流体が、前記内視鏡の前記近位部から前記遠位部を通
って流れることによって、前記１つまたは複数のＬＥＤ要素から生成される熱を消散する
ことを可能にする、液体冷却式の内視鏡による撮像装置。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のＬＥＤユニットが、青色光蛍光内視鏡検査を行なう目的でＵＶ光
を生成することが可能である、請求項１に記載の液体冷却式の内視鏡による撮像装置。
【請求項３】
　前記クイック・コネクト延長部がさらに、前記単一の収容管の近位端を液体冷却式の内
視鏡による撮像装置の前記クイック・コネクト延長部に入るように固定するためのロック
固定ナットを備える、請求項１に記載の液体冷却式の内視鏡による撮像装置。
【請求項４】
　前記単一の収容管が、前記単一の収容管が滑るのを阻止するためにノンスリップ材料で
できた取り囲む保護外装を有する可撓性のフォームで作成される、請求項１に記載の液体
冷却式の内視鏡による撮像装置。
【請求項５】
　前記ノンスリップ材料が、プラスチック、柔軟な連続気泡フォームおよび柔軟な独立気
泡フォームから成る群から選択される、請求項４に記載の液体冷却式の内視鏡による撮像
装置。
【請求項６】
　前記単一の収容管が複数の長手方向のチャネルを有し、各々がさらに１つまたは複数の
追加の配管チャネルを収容する、請求項４に記載の液体冷却式の内視鏡による撮像装置。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の追加の配管チャネルがさらに、
　洗浄剤の管と、
　吸引管と、
　前記カメラのための電力およびデータ供給コードと、
　前記ＬＥＤ光源のための電力および供給コードとを備える、請求項４に記載の液体冷却
式の内視鏡による撮像装置。
【請求項８】
　前記内視鏡による撮像装置の近位端に配置されたカメラ・データ・プラグと、
　前記デジタル・カメラの中に配置され前記カメラ・データ・プラグを位置合わせし対応
するデータ受け口内にそれを挿入するためのデータ受け口とをさらに備える、請求項１に
記載の液体冷却式の内視鏡による撮像装置。
【請求項９】
　内視鏡による撮像装置内に内蔵された一体式のＬＥＤ光源を熱冷却するための方法であ
って、
　冷却室と、単一の収容管とを備える内視鏡にデジタル・カメラを取り付けるステップと
、
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　前記単一の収容管に取り外し可能に接続させるための入口および出口洗浄流体ポートを
有するクイック・コネクト延長部を結合させるステップであって、前記クイック・コネク
ト延長部と、前記冷却室が前記単一の収容管と連通するステップと、
　１つまたは複数のＬＥＤ要素を中空の中央部分を有する円形の防水性の光源ベースに埋
め込むステップと、
　前記光源ベースを前記内視鏡の前記冷却室の中に配置するステップと、
　滅菌された洗浄流体を前記内視鏡の近位部から遠位部までを通り抜けるように前記中空
の中央部分を通るように流すステップであって、前記滅菌された洗浄流体が前記ＬＥＤ要
素と直接接触するようになることで前記１つまたは複数のＬＥＤ要素から生成される熱を
消散させるステップとを含む、方法。
【請求項１０】
　前記洗浄流体がその後、洗浄チャネルによって前記内視鏡の前記遠位部まで運ばれる、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＬＥＤユニットの１つまたは複数が、青色光蛍光内視鏡検査を行なう目的でＵＶ光
を生成することが可能である、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記内視鏡による撮像装置に前記カメラを取り付けるステップが、
　カメラ・データ・プラグを位置合わせし、それを前記デジタル・カメラ内に配置された
対応するデータ受け口に挿入した後、前記内視鏡による撮像装置の近位端を前記デジタル
・カメラの凹部に挿入することで、前記内視鏡による撮像装置の接眼レンズが、カメラ・
レンズと位置合わせされるステップを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記取り付けられたカメラがその後、前記カメラ内に配設されたロック用の回転リング
によって所定の場所にしっかりとロックされる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　一回使用した後使い捨てされる場合もある軽量の金属合金、プラスチックまたは複合材
料から構築される、請求項１に記載の内視鏡による撮像装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に、外科領域を視覚化するために外科処置において使用される医療用撮像
デバイスに関し、より詳細には液体が充填された冷却室を使用する、洗浄、吸引、電気出
力、撮像データ、および一体式の発光ダイオード（ＬＥＤ）光源の熱管理のための単一の
一体型のノンスリップ配管を有する内視鏡検査デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　典型的には、医療従事者は、症状の検査、診断の確定のため、または処置を提示するた
めに内視鏡検査を利用する場合がある。一般に内視鏡検査は、解剖学的な体腔を視覚化し
探索するのに使用される。内視鏡検査は、特有の解剖学的用途に向けられる場合、内視鏡
用途に固有の専門用語によって呼ばれる場合がある。例えば、関節鏡検査は一般に、膝、
臀部もしくは肩などの大きな関節、または手首、肘および足首などのより小さな関節を視
覚化し探索するのに使用される。したがって関節鏡検査は、関節に対する従来の相対的に
侵襲性の外科手術の必要性をなくすのに役立つ。関節鏡検査および内視鏡検査という用語
は、相互に入れ替えて使用することができ、これらは共に一般に外科的領域を視覚化する
ために外科処置において使用される医療用の撮像デバイスに関連する。
【０００３】
　従来の関節鏡検査法には、麻酔下で検査すべき関節内にプローブを挿入させることが伴
う。プローブ組立体は典型的には、高精細カメラと、光源とを備える。従来の関節鏡検査
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の光源は、ハロゲン球を使用して光を生成し、このハロゲン球は、過度な量の熱を生成す
る。過度な熱は通常、ファンによって管理される。前記光源は、光ファイバ・ケーブルに
装着され光源から関節鏡に光を伝達する。関節は通常、解剖学的体腔の内部構造をより適
切に視覚化するために広げられ、これは滅菌した洗浄流体を噴射することによって達成さ
れる。前記洗浄流体は、洗浄液の入口を通って関節内に噴射される。流体の流量および圧
力は、外科医によって制御される。洗浄流体はその後、真空下で関節鏡のシャフトに入る
ように都合良く配置される吸引チャネルを介して吸い出される。吸引および洗浄配管なら
びに高精細カメラのための電力ケーブルは、手術のときに組み立てられ、適切な装置に接
続される。しかしながらそれらは手術領域上に置かれ、この手術領域に複数のケーブルと
ワイヤが密集し、それらがからまったり操作領域から滑り落ちたりし、汚染される可能性
がある。関節鏡に装着された複数の配管およびケーブルはまた、煩雑となり、外科医の器
用さを損なう恐れもある。
【０００４】
　従来の関節鏡検査ユニットに関するその主たる問題は、ハロゲン光源が過剰に高温とな
りファンまたは他の冷却工程を必要とすることである。さらに、光ファイバの光伝送ケー
ブルは壊れやすく、繰り返される滅菌工程よりかなりの損害を受け、個々の焼結したファ
イバの破損が生じ、伝送される光の強度を徐々に損失させる。米国特許第７，６６８，４
５０号は、多様なＬＥＤ光源の利用を記載している。しかしながらそれらは、かなりの量
の熱を生成するように思われ、これは外部のヒート・シンクおよびペルティエ・デバイス
などの冷却デバイスを必要とする。これらは、煩雑であり費用がかかる可能性がある。そ
れらはそれ自体がかなり高温となる場合があり、オペレータにけがを負わせる可能性があ
る。
【０００５】
　米国特許出願公開第２００８／００６４９３１　Ａ１号は、冷却流体を担持することが
できる１つまたは複数のチャネルを記載している。しかしながらＬＥＤ要素は、アルミニ
ウムまたはセラミック製のプレートまたは基板上に設置され、この基板が冷却チャネルに
接合される。冷却流体はＬＥＤ要素に直接接触することはない。さらに流体は、体液また
は組織の破片を一掃するために撮像レンズを横切るように誘導される。
【０００６】
　このようなデバイスは、それらが対処する特定の目的には適する可能性があるが、それ
らは内視鏡検査のための液体冷却式の一体式のＬＥＤ光源を提供するには適切ではない。
【０００７】
　本発明によって提供される主たる改良は、単純な「クイック・コネクト」機構を備えた
外部スコープ・ユニットに装着された１つのみのノンスリップ管の中に、洗浄／吸引管、
カメラのためのケーブルおよびＬＥＤ電力供給ケーブルを全て備える単一の管である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第７，６６８，４５０号
【特許文献２】米国特許出願公開第２００８／００６４９３１　Ａ１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来技術に現在存在する従来式の内視鏡検査ユニットに固有の上記の欠点を鑑みて、本
発明は、単一の洗浄および吸引配管構造と、フルオレセイン内視鏡検査の目的で都合良く
ＵＶ光を放出することが可能な光源とを有する新規の液体冷却式の内視鏡検査ユニットを
提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の総合的な目的は、この後により詳細に記載するが、関節鏡検査の処置において
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一体式のＬＥＤ光源によって生成される熱を下げるための新規の液体冷却室を提供するこ
とである。さらに本発明は、電源、カメラ・ケーブルならびに洗浄および吸引排水管を収
容する単一の配管を有する内視鏡検査ユニットを記載している。この新規のシステムは、
従来の内視鏡検査ユニットの多くの利点と、洗浄吸引配管および電力供給コードのための
単一の筐体を備える新規の液体冷却式の内視鏡検査ユニットをもたらす多くの新規の特徴
とを有し、これは従来技術の従来式の関節鏡検査のいずれによっても予測されず、明白に
ならず、提示されずまたはさらには示唆されず、および単独でまたはその任意の組み合わ
せのいずれかにおいて予測され、明白になり、提示されまたはさらには示唆される。
【００１１】
　これを達成するために、本発明は一般に、複数のＬＥＤ要素を包含する円形のＬＥＤベ
ースを備える。前記円形ベースが中空の中核を有することにより、内視鏡検査処置で通常
使用される滅菌された洗浄流体が防水性のＬＥＤ要素内を循環し、それと直接接触するこ
とによりＬＥＤ光源ユニットによって生成されるいかなる熱も下げることが可能になる。
前記冷却室は、入口および出口洗浄剤チャネルならびにＬＥＤ電源およびカメラ電力デー
タ・ケーブルおよび電力供給部のためのクイック・コネクト取り付け具を備える。ＬＥＤ
ユニットは、見やすいように十分な白色光を提供することが可能な１つまたは複数のＬＥ
Ｄ光要素を備える。ＬＥＤユニットはまた、要望に応じてフルオレセイン内視鏡検査のた
めの紫外線の青色光も提供することができる。これは、強力な従来の白色光では捕らえ損
なう可能性のある関節の軟骨に対する小さな表面的な損傷を検出するのに極めて有用であ
る。この技術は、表面の角膜の擦過傷を検出するために眼科医によって広く利用されてい
る。
【００１２】
　本発明のより重要な特徴は、その詳細な記載をより適切に理解することができ、当分野
に対する現在の貢献度をより適切に理解することができるように、いくぶん大まかにこの
ように概説されている。以下に記載される本発明の追加の特徴もある。
【００１３】
　この点において、本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、本発明は
、以下に記載されるまたは図面に例示される構造の詳細および構成要素の配置に対するそ
の用途に限定されないことを理解されたい。本発明は、他の実施形態が可能であり、多様
な方法で実施することが可能である。また本明細書で利用される言い回しおよび専門用語
は、説明する目的であると理解すべきであり、限定するものとみなすべきではない。
【００１４】
　本発明の他の目的および利点は、読み手にとって明らかになると思われ、これらの目的
および利点は本発明の範囲内にあることが意図されている。
【００１５】
　上記のおよび関連する目的を達成するために、本発明は添付の図面において例示される
形態で具現化され得るが、図面は単なる例示であり、例示される特有の構造において変更
が行なわれる場合もあるという事実に対して注意を喚起されたい。さらに、図面は縮尺通
りではなく、寸法は製造元の仕様に従って調整される場合があることに留意されたい。
【００１６】
　本発明の種々の他の目的、特徴および利点は、添付の図面と併せて考察したとき、それ
らがより適切に理解されることが十分に認識されると思われ、これらの図面において同様
の参照符号は、複数の図面を通して同一または同様のものを指している。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】関節鏡に取り付けられた単一の配管ケーブルを示す内視鏡検査ユニットの斜視図
である。
【図２】ＬＥＤ光源ならびに吸引および洗浄チャネルを示す冷却室のレベルにおける関節
鏡の近位端の断面図である。
【図３】単一の配管ケーブルを備えたクイック・コネクトの断面図である。
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【図４】ノンスリップの単一の配管（Ｂ）の横断面図である。
【図５】カメラと関節鏡ユニット間のクイック・コネクトの斜視図である。
【図６】関節鏡管（Ａ）の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　ここで記述するために図面に戻ると、同様の参照符号は、複数の図面を通して同様の要
素を表しており、添付された図面は、光源電源ならびにカメラ・コードおよび電力供給部
も収容する単一の洗浄および吸引配管を有する液体冷却式の内視鏡検査ユニットを示して
いる。
【００１９】
　記載される液体冷却式内視鏡検査ＬＥＤ光源５は、冷却室７の中に位置し、見やすくす
るために十分な白色光を提供することが可能な複数のＬＥＤ光源５を備える。前記光源は
また、要望に応じてフルオレセイン内視鏡検査のために紫外線青色光を提供することもで
きる。ＬＥＤ光源５は、滅菌された洗浄流体が中を通り抜けることを可能にする（図２）
中空の中央部分４２を提供する円形の防水性の光源ベース６の中に埋め込まれる。流体が
通過する際、冷温の滅菌された洗浄流体がＬＥＤ光源５の要素と直接接触することになり
、ＬＥＤ要素によって生成されるいずれの過剰な熱も下げることになる。洗浄流体はその
後、洗浄チャネル２０（図６）によって関節鏡の遠位端まで運ばれる。
【００２０】
　付加的にＬＥＤ光源は、フルオレセイン内視鏡検査のためのＵＶ光を都合良く放出する
ことが可能であり、この場合１つまたは複数のＬＥＤユニットが青色光フルオレセイン内
視鏡検査を行なう目的でＵＶ光を生成することが可能である。このような本発明の技術は
、小さな関節の骨および軟骨の欠陥を目立たせることになり、このような欠陥は従来の白
色光の下では見ることができないが青色光の下では鮮明に蛍光発光することになる。この
ような技術は、角膜の擦過傷を検出するために眼科医によって容易に利用される。
【００２１】
　円形の防水性の光源ベース６は、関節鏡の近位端に配置された冷却室７の中央部分に位
置している。数が変動するホプキンス・レンズ２を中に含む光学管１８が軸方向に配置さ
れる。近位では、光学管１８は、光学コーン９を介してアイピース１９に取り付けられて
いる。接眼部品は、画像をデジタル・カメラ３７に伝送するために中央に位置する接眼レ
ンズ８を有する。冷却室７は、前記冷却室の側部に位置するクイック・コネクト延長部３
９を提供し、ここには洗浄剤流入ポート１４、流出ポート１１、ＬＥＤ光源のための電力
供給接続部受け口１２、ならびにデータおよび電力接続部受け口１５が位置している。ポ
ートは、関節鏡のシャフトの内側に位置する吸引チャネル４と連通する。光学管１８は、
滅菌または光学的なメンテナンスを容易にするためにねじ山４６を利用して簡便に取り外
すことができる。
【００２２】
　ＬＥＤ要素によって生成される光はその後、レンズ１６によって収集され、関節鏡のシ
ャフト内に配置された光チャネル３を介して関節鏡の遠位先端部１７まで伝送される。
【００２３】
　本発明によって提供される主たる改良は、からまったりその領域内から滑り落ちたりし
、汚染される可能性がある手術領域を妨害する多種多様なホースやケーブルをなくすこと
である。
【００２４】
　管、排水管およびケーブルは、関節鏡ユニット１のクイック・コネクト延長部３９（図
１）に迅速にかつ容易に接続される単一のノンスリップ管３５の中に封入される。ひとた
びノンスリップ配管３５の近位端が、各々のプラグおよび管が対応するポートに挿入され
る場所であるクイック・コネクト延長部３９に挿入されると、クイック・コネクトはこの
とき、ロック固定ナット３８を締めることによって所定の場所に固定される。流入管２９
の近位端は、クイック・コネクト延長部３９に配置された雌の洗浄ポートにぴったりと嵌



(7) JP 2016-504114 A 2016.2.12

10

20

30

40

合することになる。流出吸引管３０の近位端は、対応する雌の吸引ポート１１に挿入され
ることになる。同様に電力供給ケーブル３３は、その対応する雌の電力供給受け口に挿入
され、カメラおよび電力データ・ケーブル３２は、その対応する雌のデータおよび電力接
続部受け口１５に挿入されることになる。
【００２５】
　密閉リング３４が、流出および洗浄剤流入ポートの各々のベースを囲むように位置する
ことで、緊密なシール（図３）を提供する。密閉リング３４は例えば、シリコン、ゴム、
または緊密なシールを提供することが知られている任意の他の材料から製作され得る。
【００２６】
　図４は、管の本体が柔軟な連続気泡フォーム３６から構築されるノンスリップで単一の
配管３５の横断面図を示す。異なる一実施形態において、連続気泡フォーム３６は独立気
泡フォーム３６によって置き換えられる場合がある。保護用のノンスリップ外装４１が、
配管ケーブルの本体全体を覆う。前記外装は、適切な表面仕上げを有するシリコン処理さ
れた材料から構築されることで、手術領域の滅菌された布の上にひとたび置かれると滑り
落ちないようにすることができる。
【００２７】
　さらに別の実施形態において、単一の配管筐体は、フォーム・コアのない可鍛性プラス
チック配管または導管から構築される場合もある。吸引洗浄およびデータ／電力供給コー
ドは、単一のプラスチック配管の中に配置される。
【００２８】
　ノンスリップ管は、流出吸引管３０のレベルにおいて配管の全長に沿って位置する長手
方向の薄片４０を形成することで、吸引配管が組織の破片によって詰まった場合容易に交
換することが可能になる。
【００２９】
　図５を参照すると、関節鏡はこのとき、カメラ・データ・プラグ４４を位置合わせし、
それをデジタル・カメラ３７の面に配置された対応するデータ受け口に４７に挿入した後
、関節鏡の近位端をカメラの凹部に挿入することによってデジタル・カメラ３７に取り付
けられる。これにより関節鏡の接眼レンズ８をカメラのレンズ４５と位置合わせすること
になる。関節鏡のロック用の縁１０はこのとき、カメラのロック用の回転リング４３によ
って所定の場所にしっかりとロックされることになる。当分野で知られた他のロック機構
が使用される場合もある。
【００３０】
　内視鏡による撮像装置は、軽量の金属合金、プラスチックまたは複合材料から構築され
てよく、一回使用した後使い捨てされる場合もある。
【００３１】
　上記に記載した構成は、本開示の原理の適用の単なる例示であることを理解されたい。
多くの修正形態および代替の構成が、本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく当業
者によって考案される可能性があり、クレームは、このような修正形態および構成を包含
することが意図されている。よって本開示は、特異性および詳細と共に図面に示され上記
に記載されているが、これに限定するものではないがサイズ、材料、形状、形態、機能お
よび操作法、組み立ておよび用途の変更を含めた多くの修正が、本明細書に記載される原
理および概念から逸脱することなく行なわれる可能性があることは当業者に明らかであろ
う。
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